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大
木　

ポ
イ
捨
て
や
犬
の
ふ

ん
の
不
始
末
等
の
迷
惑
行
為

や
環
境
美
化
、
環
境
衛
生
を

害
す
る
問
題
対
策
と
し
て
、

立
て
看
板
の
設
置
や
条
例
の

制
定
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長　

小
松
島
市

衛
生
組
合
連
合
会
が
、
不
法

投
棄
防
止
や
犬
の
ふ
ん
の
持

小
・
中
学
校
三
十
棟
の

耐
震
補
強
計
画
立
て
よ

天
羽　

市
内
小
・
中
学
校
校

舎
の
う
ち
、
三
十
棟
の
耐
震

補
強
工
事
が
必
要
だ
。
全
体

を
や
り
き
る
た
め
年
次
計
画

を
立
て
よ
。

教
育
長　

平
成
二
十
二
年
度

に
行
う
小
学
校
一
棟
の
耐
震

補
強
工
事
を
参
考
に
し
、
早

期
に
耐
震
化
計
画
を
策
定
す

る
。幼

稚
園
二
十
人
は
最
適
だ

 

休
園
方
針
に
根
拠
な
し

天
羽　

二
十
人
以
下
の
幼
稚

園
は
休
園
と
い
う
方
針
を
市

が
定
め
て
い
る
。
二
十
人
く

ら
い
が
最
適
と
思
う
。
そ
れ

以
下
だ
と
休
園
と
い
う
根
拠

は
。

教
育
長　

学
校
現
場
で
の
経

験
な
ど
か
ら
、
一
ク
ラ
ス

二
十
名
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。

そ
の
半
分
、
一
ク
ラ
ス
十
名

は
最
低
必
要
と
考
え
た
。
そ

こ
か
ら
、
年
少
・
年
長
合
わ

せ
る
と
二
十
名
と
な
る
。

数
記
入
さ
れ
、
そ
の
判
別
が

つ
か
ず
仮
入
力
し
て
い
た
の

で
、
記
載
事
項
の
再
確
認
を

行
い
修
正
を
し
た
。
そ
の
た

め
、
事
前
に
報
告
し
た
中
間

報
告
と
成
果
品
と
の
間
に
相

違
が
生
じ
た
。
四
百
十
五
人

が
正
し
い
。

安
平　

バ
ス
事
業
は
、
補
助

金
を
除
く
と
営
業
収
支
は

三
十
年
連
続
の
赤
字
と
な
っ

て
い
る
。
職
員
の
意
識
改
革

を
し
、
体
質
改
善
を
し
て
経

営
努
力
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

市
長　

職
員
も
危
機
意
識
を

持
っ
て
い
る
が
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
持
ち
方
に
つ
い
て

も
研
修
な
ど
を
通
じ
て
植
え

つ
け
て
い
き
た
い
。
市
バ
ス

存
続
の
た
め
、
職
員
と
も
ど

も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

く
。
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ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制
定
を

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制
定
を

答　

環
境
美
化
宣
言
が
役
割
を

　
　

果
た
し
て
い
る

公
明
党　

大
木　
　

進　
議
員　

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制
定
を

ち
帰
り
を
促
す
看
板
を
立
て

て
い
る
。
ま
た
、
条
例
の
制

定
は
、
環
境
美
化
宣
言
が
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

思
わ
れ
、
職
員
に
よ
る
き
め

細
か
な
対
応
と
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

大
木　

太
陽
光
発
電
の
設
置

に
つ
い
て
、
本
市
の
取
り
組

み
は
。

市
民
環
境
部
長　

水
道
管
理

棟
に
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決

定
し
、
金
額
に
換
算
す
る
と

年
間
二
十
万
円
程
度
の
経
費

節
減
と
、
二
酸
化
炭
素
の
削

減
は
年
間
六
千
六
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
る
。
今
後
、
学
校

施
設
へ
の
導
入
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

 

充
実
に
つ
い
て

大
木　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
施
行
当
初
か
ら
講
じ
ら

れ
て
き
た
、
低
所
得
者
や
新

た
に
保
険
料
を
負
担
の
方
に

配
慮
し
た
軽
減
措
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

政
策
監　

制
度
が
平
成
二
十

四
年
度
末
に
廃
止
さ
れ
る

が
、
従
来
の
軽
減
措
置
を
廃

止
ま
で
継
続
す
る
こ
と
が
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

大
木　

失
業
を
理
由
と
し
て

加
入
す
る
国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
、
保
険
税
の
負
担
軽

減
措
置
が
あ
る
か
。

政
策
監　

平
成
二
十
二
年
度

の
改
正
に
よ
り
、
非
自
発
的

失
業
者
は
、
失
業
の
翌
年
度

ま
で
の
給
与
所
得
を
三
割
と

し
て
保
険
税
を
算
定
す
る
。

大
木　

出
産
育
児
一
時
金

が
、
従
来
の
三
十
八
万
円
か

ら
四
十
二
万
円
に
引
き
上
げ

さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
暫
定
措
置

が
さ
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
先

は
ど
う
な
る
か
。

保
健
福
祉
部
長　

平
成
二
十

三
年
四
月
以
降
は
国
の
方
で

検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

大
木　

女
性
特
有
の
が
ん
検

診
事
業
の
本
市
の
実
施
状
況

は
。

保
健
福
祉
部
長　

子
宮
頸
が

ん
検
診
八
・
八
％
が
二
七
・
三

％
に
、乳
が
ん
検
診
九
・
五
％

が
二
六
・
一
％
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。

大
木　

二
十
二
年
度
も
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
事
業
が
継

続
さ
れ
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

二
十
二
年

度
も
継
続
さ
れ
る
。

大
木　

小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が

追
加
さ
れ
、
本
県
で
九
カ
所

あ
る
が
、
本
市
に
は
な
い
。

今
後
、
推
進
す
る
考
え
は
。

市
長　

今
後
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
供
給
体
制
が
不
足
す
る
の

で
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
が
有
力
な
候
補
と
考
え

て
い
る
。
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　議員の賛否表（3月定例会）　　　　　　　 　
議　員　名　

議案・請願・議提

安
平　

剛
之

濱
田　

保
徳

北
野　

恒
男

井
村　

保
裕

池
渕　
　

彰

宝　
　
　

覚

天
羽　
　

篤

武
田　
　

清

石
原　

正
裕

立
川　

邦
男

大
和　
　

肇

髙
木　

幸
次

大
木　
　

進

宮
崎　

欽
司

佐
野　

善
作

米
﨑　
　

孝

井
内　

建
治

議案第 1号　平成 22 年度小松島市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 2号　平成 22 年度小松島市競輪事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 3号　平成 22 年度小松島市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 4号　平成 22 年度小松島市住宅新築資金等貸付事業
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 5号　平成 22 年度小松島市老人保健医療事業特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 6号　平成 22 年度小松島市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 7号　平成 22 年度小松島市土地取得事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 8号　平成 22 年度小松島市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 9号　平成 22 年度小松島市公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 10号　平成 22 年度小松島市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 11号　平成 22 年度小松島市自動車運送事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 12 号　小松島市長及び副市長の給与条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 13 号　小松島市教育委員会教育長の給与に関する条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 14 号　小松島市職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 15 号　小松島市職員の勤務時間，休暇等に関する条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 16 号　小松島市企業職員の給与の種類及び基準を定
める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 17 号　小松島市消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞
じゅつ金条例の一部を改正する条例について　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 18 号　小松島市水道事業給水条例の一部を改正する
条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 19号　小松島市サイクルシアター条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 20 号　小松島市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 21号　財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 22号　工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 23号　財産の取得の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 24号　平成 21 年度小松島市一般会計補正予算（第 6号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 25 号　平成 21 年度小松島市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 26 号　平成 21 年度小松島市国民健康保険特別会計補
正予算（第 3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 27 号　平成 21 年度小松島市介護保険特別会計補正予
算（第 3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 28 号　平成 21 年度小松島市公共下水道事業特別会計
補正予算（第 3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 29 号　平成 21 年度小松島市自動車運送事業会計補正
予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第30号　平成21年度小松島市一般会計補正予算（第7号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 31号　財産の取得の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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○は賛成　　●は反対　　－は欠席　　 （議長）出口　憲二郎
※平成 21 年陳情第 3号「『非核自治体宣言（決議）』を基とした平和行政を求める」件については、提出者から取り下げ願
いが提出され、承認されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※陳情第 1号「安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活関連予算の拡充と国土交通省の地方出先機関の存続を求める」
件については、継続審査に付するものと決しました。

意見書３通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました
意見書３通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました

採択

永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付
与
に

反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請願2件　採択しました。

継続

安
全
・
安
心
な
国
民
生
活
実
現
の
た
め
、

防
災
・
生
活
関
連
予
算
の
拡
充
と
国
土
交

通
省
の
地
方
出
先
機
関
の
存
続
を
求
め
る

採択

保
育
所
・
児
童
入
所
施
設
の
環
境
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

　

我
が
国
に
は
、
永
住
権
を
持
つ
外
国
人
が
約

九
十
一
万
人
生
活
し
て
お
り
、
地
域
に
密
接
な

関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
し

ば
し
ば
永
住
外
国
人
に
対
す
る
地
方
参
政
権
付

与
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
参
政
権

は
憲
法
第
十
五
条
第
一
項
で
「
国
民
固
有
の
権

利
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
行
の
憲
法
の
ま

ま
で
外
国
人
に
地
方
参
政
権
を
付
与
す
る
の
は

憲
法
違
反
で
あ
る
。
ま
た
、
永
住
外
国
人
が
地

方
参
政
権
を
与
え
ら
れ
る
と
、
本
国
と
我
が
国

と
で
二
重
の
参
政
権
を
持
つ
場
合
が
あ
る
。
我

が
国
の
参
政
権
を
行
使
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

帰
化
す
る
の
が
本
当
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
に

お
か
れ
て
は
、
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権

付
与
に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付
与
の

法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

国
に
お
い
て
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
を
実
現
す
る
た
め
、
被
爆
六
十
五
年
を
迎
え
る

二
〇
一
〇
年
に
開
か
れ
る
核
兵
器
不
拡
散
条
約
運
用

検
討
会
議
に
向
け
て
、
実
効
あ
る
核
兵
器
廃
絶
の
合

意
が
な
さ
れ
る
べ
く
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一
、
国
は
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
と

と
も
に
、
平
和
市
長
会
議
が
提
唱
す
る
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
核
兵
器
の
廃
絶
を
め
ざ
す
「
二
〇
二
〇

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
支
持
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
。

二
、
世
界
各
地
に
非
核
兵
器
地
帯
条
約
が
実
現
す
る

よ
う
国
際
的
努
力
を
行
う
こ
と
。

三
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
遵
守
及
び

加
盟
促
進
、
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ

Ｔ
）
の
早
期
発
効
な
ど
の
交
渉
開
始
と
早
期
妥
結

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
保
育
制
度
の
議
論
に
当

た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
立
場
に
立
ち
、
次
の
事

項
に
配
慮
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一
、
保
育
所
・
児
童
入
所
施
設
の
設
置
及
び
運

営
に
対
し
、
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

二
、
保
育
所
・
児
童
入
所
施
設
の
最
低
基
準
に

つ
い
て
は
、
改
善
に
向
け
て
十
分
に
配
慮
す

る
こ
と
。

保
育
所
・
児
童
入
所
施
設
の
環
境

改
善
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

議　員　名　

議案・請願・議提

安
平　

剛
之

濱
田　

保
徳

北
野　

恒
男

井
村　

保
裕

池
渕　
　

彰

宝　
　
　

覚

天
羽　
　

篤

武
田　
　

清

石
原　

正
裕

立
川　

邦
男

大
和　
　

肇

髙
木　

幸
次

大
木　
　

進

宮
崎　

欽
司

佐
野　

善
作

米
﨑　
　

孝

井
内　

建
治

議案第 32 号　人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願第 1号　「保育所・児童入所施設の環境改善を求める意
見書の採択を求める」件について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願第 2号　「永住外国人への地方参政権付与の法制化に反
対する意見書の提出を求める」件について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －

議提第 1号　永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対
する意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －

議提第 2号　保育所・児童入所施設の環境改善を求める意見
書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議提第 3号　核兵器の廃絶と恒久平和の実現を求める意見書
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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発
行
／
小
松
島
市
議
会　

議
長　

出
口
憲
二
郎　
　
　
　
　
　
　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

佐
野　

善
作

　　　　　平 成 22 年 6 月 定 例 会 日 程（予定）

月　日 曜 開議時刻 議　　　事

6 月 11 日 金 午前 10 時 開会（議案提出）

6 月 15 日 火 午前 10 時 質疑・一般質問

6 月 16 日 水 午前 10 時 質疑・一般質問

6 月 18 日 金 午前 10 時 総務産建常任委員会

月　日 曜 開議時刻 議　　　事

6 月 21 日 月 午前 10 時 文教厚生常任委員会

6 月 22 日 火 午前 10 時 予算決算常任委員会

6 月 24 日 木 午前 10 時 議決・閉会

編　集　委　員

編 

集 

後 

記

　

野
山
も
新
緑
に
映
え
、
サ
ツ
キ
の

花
が
一
段
と
美
し
さ
増
す
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

小
松
島
市
の
新
年
度
予
算
が
提
出

さ
れ
た
三
月
議
会
で
、
各
委
員
の
慎

重
な
る
審
査
・
審
議
の
上
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

百
三
十
七
億
二
百
万
円
と
い
う
、

昨
年
度
よ
り
二
億
三
千
万
円
増
の
予

算
で
あ
り
ま
す
が
、
国
か
ら
の
子
ど

も
手
当
分
を
除
く
と
実
質
は
一
・
八
％

減
で
あ
り
、
緊
縮
型
の
苦
し
い
予
算

編
成
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

は
、
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い

誌
面
づ
く
り
へ
と
工
夫
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

裏
表
紙
に
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
全
国

八
百
七
市
区
議
会
を
対
象
に
、
議
会

の
透
明
性
・
改
善
度
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
結
果
、
小
松
島

市
が
第
四
位
に
な
り
ま
し
た
。
第
一

位
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り

一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
大
和　

肇
）

佐
野　

善
作

天
羽　
　

篤

井
内　

建
治

大
和　
　

肇

出
口
憲
二
郎

立
川　

邦
男

全国第4位小松島市
議  会  改  善  度  ベスト10

議会の透明性・改善度

順位 都市名（カッコ内は都道府県） 偏差値

1 京　丹　後　市（京　都） 97.9

2 伊　賀　市（三　重） 93.7

3 松　本　市（長　野） 93.0

4 小　松　島　市（徳　島） 89.4
5 名　寄　市（北海道） 88.7

6 栃　木　市（栃　木） 88.4

順位 都市名（カッコ内は都道府県） 偏差値

6 大　分　市（大　分） 88.4

8 所　沢　市（埼　玉） 88.1

9 宮　古　市（岩　手） 87.7

9 会津若松市（福　島） 87.7

9 流　山　市（千　葉） 87.7

9 嬉　野　市（佐　賀） 87.7

視　察　に　来　市　さ　れ　た　議　会
東京都西多摩郡瑞穂町議会 平成 22年 1月 21日 議会改革・基本条例・議会報告会について

京 都 府 精 華 町 議 会 平成 22年 1月 25日 事務事業評価について

福 島 県 相 馬 市 議 会 平成 22年 1月 28日 予算決算常任委員会の運営・議会改革について

愛 知 県 稲 沢 市 議 会 平成 22年 2月 2日 議会改革について

東 京 都 稲 城 市 議 会 平成 22年 2月 4日 事務事業評価について

兵庫県南あわじ市議会 平成 22年 2月 15日 議会だよりの編集・議会改革について

　全国市区議会の制度的な取り組みを対象として、日本経済新聞によるアンケート調査の結果、我が小松
島市が議会改善度全国第 4位に選ばれました。
　議会の基本条例の制定をはじめ、本会議のケーブルテレビ中継、委員会のインターネット配信、議員の
手による議会だよりの作成等の「議会公開度」。および本会議での一問一答方式、市長の反問権等の「議
会運営方法」。議会報告会の開催等の「議会への住民参加」が認められた結果であります。




